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COVER STORY
5年ぶりに市民マラソン開催

交流を深めながら
ゴールを目指す

　東日本大震災後、初開催となる「復活の道しるべ・陸前高田応援マラソン大
会」（市教育委員会、市体育協会主催）が11月15日、米崎町で開かれ、約800
人が爽やかな汗を流しました。
　大会は1.5km、3km、5km、10kmで争われ、参加者は沿道からの声援を受
けながら懸命にゴールを目指していました。
　大会には、読売ジャイアンツの鈴木尚

た か

広
ひ ろ

選手が特別ゲストとして参加。健脚
を披露しながら1.5kmを走り、参加者と交流を深めました。
　3kmの部に出場した髙橋凜

り ん

人
と

くん（高田東中3年）は「友達と参加しました。
楽しみながらマラソンを走れました」と笑顔を見せました。

市役所からのお知らせ
平成 26 年度決算報告
引越し補助金の申請

健康だより
祝いの百寿
介護お茶のみ話

生涯学習情報
はまらっせあ

気仙風土記



財政　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
歳
入

決
算
総
額
は
約
１
０
８
９
億
３
０

０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
約
２
２
６
億
円
、
17
・
２
㌫
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

構
成
比
は
国
庫
支
出
金
が
歳
入

総
額
の
37
・
２
㌫
を
占
め
、
続
い

て
繰
入
金
35
・
２
㌫
、
地
方
交
付

税
９
・
１
㌫
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
約
５
１
０
億
７
０

０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
17
・
７
㌫
増
加
し
ま
し
た
。
歳

入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
46
・
９

㌫
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
13
・

９
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
歳
出

決
算
総
額
は
約
１
０
５
４
億
４
０
０

０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

２
０
１
億
１
０
０
０
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
目
的
別
分
類
の
構
成
で

は
、
総
務
費
と
土
木
費
が
そ
れ
ぞ

れ
38・２
㌫
と
最
も
高
く
、
続
い
て

衛
生
費
８
・
５
㌫
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

内
訳
は
総
務
費
が
復
興
交
付
金

の
積
立
な
ど
に
よ
り
３・９
㌫
の
増
、

土
木
費
が
土
地
区
画
整
理
事
業
費
、

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
費
の
増

な
ど
で
17・８
㌫
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
衛
生
費
は
災
害
等
廃
棄
物
処

理
事
業
費
の
減
な
ど
で
74
・
９
㌫
の

減
、
災
害
復
旧
費
は
漁
港
施
設
災

害
復
旧
事
業
費
、
消
防
救
急
通
信

設
備
災
害
復
旧
事
業
費
の
減
な
ど

で
28
・
３
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
陸
前
高
田
市
の
一
般
会
計
の
歳
出
は
約
１
０
５
４
億
４
０
０
０
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
約
２
０
１
億
円
減
少
し
ま
し
た
。
主
に
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
費
が
減
少

し
た
こ
と
で
衛
生
費
が
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度　

決  

算  

報  

告

歳  

入

歳  

出

市税 15億6,671万円  1.4%

人件費 24億2,016万円  2.3%繰出金 11億7,736万円  1.1%公債費  14億834万円  1.3%
教育費  17億8,258万円  1.7%

民生費
33億6,156万円  3.2%

災害復旧費
27億6,716万円  2.6%

農林水産業費
47億112万円
4.5%

物件費
99億7,420万円

9.5%

議会費・労働費・商工
費・消防費ほか
18億6,141万円  1.8%

投資および出資金・貸付金
16億1,094万円  1.5%

積立金
365億1,356万円

34.6%

義務的経費
55億2,048万円 5.2%

投資的経費
481億6,929万円
45.7%

その他の経費
517億5,022万円

49.1%総務費
402億8,750万円

38.2%

衛生費
89億8,738万円

8.5%

土木費
402億8,294万円

38.2%

扶助費 16億9,198万円 1.6%
公債費 14億834万円 1.3%

維持補修費
7,717万円  0.1%

補助費等
23億9,699万円
2.3%

普通建設事業費
454億213万円  43.0%

災害復旧事業費
27億6,716万円 2.7%

地方譲与税・地方消費税交
付金ほか 3億9,071万円  0.3%

諸収入 42億5,203万円  3.9%県支出金 59億893万円  5.4%

市債 11億7,798万円  1.1%

繰入金・繰越金・
分担金・負担金ほか 

452億4,893万円
41.6%

地方交付税
98億4,338万円

9.1%

分担金・負担金ほか 自主財源
510億6,767万円
　　　46.9%

依存財源 
578億6,436万円 

53.1%

国庫支出金
405億4,336万円

37.2%

歳入

歳出
（性質別）

歳出
（目的別）

1,089億3,203万円

1,054億3,999万円1,054億3,999万円
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市役所からのお知らせ

市民１人あたりに使われたお金（一般会計） 合計5,203,829円

︻
財
政
用
語
メ
モ
︼

▼
自
主
財
源
…
市
税
や
各
種
使
用

料
な
ど
市
独
自
で
収
入
で
き
る
も

の▼
依
存
財
源
…
国
や
県
か
ら
の
交

付
金
や
借
入
金
な
ど

▼
地
方
交
付
税
…
市
の
財
政
力
に

応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。

一
般
財
源
と
さ
れ
、
使
い
道
に
制

限
が
な
い

▼
市
債
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借

り
入
れ
る
長
期
借
入
金
。
単
に
借

金
と
し
て
の
性
格
だ
け
で
な
く
、

住
民
負
担
を
後
年
度
に
も
残
し
、

世
代
間
で
負
担
を
公
平
に
す
る
た

め
の
調
整
機
能
を
併
せ
持
つ

▼
投
資
的
経
費
…
道
路
や
橋
、
学

校
の
建
設
な
ど
、
行
政
水
準
の
向

上
に
直
接
寄
与
す
る
経
費
。
公
共

施
設
整
備
に
ど
れ
だ
け
重
点
を
置

い
て
い
る
か
を
図
る
の
に
有
効
な

歳
出
区
分

▼
国
庫
︑
県
支
出
金
…
市
が
行
う

事
業
へ
の
国
、
県
か
ら
の
補
助
金

▼
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
な
ど

に
基
づ
い
て
支
出
す
る
経
費

▼
積
立
金
…
財
政
運
営
な
ど
の
た

め
に
一
時
的
に
積
み
立
て
て
お
く

も
の

▼
特
別
会
計
…
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
や
、
特
定
の
歳
入
歳
出
を

充
て
る
場
合
に
、
一
般
会
計
と
は

別
に
収
支
整
理
を
行
っ
て
い
る
も

の▼
繰
入
繰
出
重
複
額
…
各
会
計
間

で
繰
り
入
れ
た
り
、
繰
り
出
し
た

り
し
た
金
額
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

決
算
額
を
合
計
す
る
と
、
こ
の
額

が
重
複
し
決
算
額
が
増
え
る
た
め
、

差
し
引
い
て
純
決
算
額
を
算
出
す

る

■一般・特別会計の決算額
区 分 歳 入 歳 出 差引残高

一 般 会 計 1,089億3,203万円 1,054億3,999万円 34億9,204万円

特　
別　
会　
計

下 水 道 事 業 10億1,588万円 9億4,729万円 6,859万円

農業集落排水事業 5,673万円 5,673万円 0

漁業集落排水事業 7,669万円 7,669万円 0

国
民
健
康
保
険

事 業 勘 定 31億2,758万円 30億1,750万円 1億1,008万円

診療施設勘定 2億3,390万円 1億9,487万円 3,903万円

後期高齢者医療 2億454万円 2億454万円 0

介
護
保
険

保険事業勘定 24億4,109万円 24億173万円 3,936万円

介護サービス事業勘定 1,129万円 1,129万円 0

小 計 1,160億9,973万円 1,123億5,063万円 37億4,910万円

繰入繰出重複額 11億8,034万円 11億8,034万円 0

合 計 1,149億1,939万円 1,111億7,029万円 37億4,910万円

■過去５年の一般会計決算状況の推移

総 務 費

農林水産業費

教 育 費

衛 生 費

災害復旧費

公 債 費

土 木 費

民 生 費

そ の 他

1,988,328 円

232,017 円

87,976 円

1,988,103 円

165,904 円

69,507 円

443,558 円

136,569 円

91,867 円

市民税
38,844円

市たばこ税 
7,413円

軽自動車税 2,460円 都市計画税 4円
入湯税 137円

固定資産税 
28,465円

市民１人あたりの負担したお金

市民１人あたりの決算額

市税77,323円

平成22年度
23.8%

33.0%

46.9%

9.2%

13.5% 86.5% 1,111億5,584万円

49.0%

4.2%

5.2%

22.5%

5.7% 94.3% 1,032億6,483万円

76.2% 121億346万円

67.0%

53.1%

1,315億5,131万円

1,089億3,203万円

90.8% 511億5,308万円

51.0% 116億5,543万円

95.8%

94.8%

1,255億5,272万円

1,054億3,999万円

77.5% 451億8,330万円

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

依存財源
その他経費

自主財源歳入
義務的経費歳出

※平成27年3月31日現在の人口  20,262人

③



　

市
長
・
副
市
長
交
際
費
は
行

政
事
務
を
円
滑
に
執
行
す
る
た

め
、
市
長
や
副
市
長
の
公
の
交

際
に
必
要
な
経
費
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

交
際
費
の
支
出
は
、
社
会
通

念
上
、
適
正
な
範
囲
で
最
少
に

と
ど
め
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
交
際
費
を
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
毎
月
掲
載
し

て
公
表
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
企
画
政
策

課
秘
書
係
（
内
線
１
７
１
）
／

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w.

city.rikuzentakata.iw
ate.jp/

shityou/kousaihi.htm
l

分　類 件数（件） 金額（円） 主な内容

お 祝 い 34 145,000 保育園入園式、金婚祝賀会、七夕
まつり、敬老会お祝いなど

会 費 8 41,000
教育委員会・校長会・副校長会合
同歓迎会会費、高田高新校舎落成
式祝賀会会費、全国青年市長会懇
親会会費など

記念品・
土 産 2 63,786

登別市、苫小牧市訪問時の土産、日
本・マレーシア友好親善さくらの
植樹記念祭関係者来訪時の記念品

弔 慰 12 112,400

元市議会議員、陸前高田地域振興
株式会社代表取締役、岩手県医師
会高田診療所応援医師、市勢功労
者、100 歳以上長寿者などの葬儀
の香典・生花

激 励 4 80,000
ファミマカップ第 35 回全日本バ
レーボール小学生大会全国大会出
場、第 32 回全日本少年軟式野球
大会全国大会出場への激励など

計 60 442,186

　市では被災した世帯を対象
に、仮設住宅などの仮住まいか
ら市内の住宅に引越したとき一
回に限り費用を助成していま
す。補助金は住所の変更を届け
出した後に申請できます。ただ
し、防災集団移転など別の制度
で引越し費用の補助を受ける世
帯は対象になりません。
　また、震災後、住宅を再建する
前に離婚した世帯は、どちらの世
帯も支給対象になります。住宅再
建の時期と離婚した時期によって
は助成を受けられない場合もあ
ります。詳しくは被災者支援室
にお問い合わせください。
◆助成額…定額10万円
◆問い合わせ先…被災者支援室

（内線342）

　

高
田
町
の
か
さ
上
げ
盛
土
工

事
に
伴
い
、 

市
道
大
町
線
を
か
さ

上
げ
し
た
盛
土
の
上
の
道
路
へ

切
り
替
え
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
街
地
整

備
課
区
画
整
理
係
（
内
線
４
４

３
、
４
４
４
、
４
４
５
）

平
成
27
年
12
月
15
日
㊋

※
今
後
、
工
事
の
進
捗
に
よ

り
順
次
、
道
路
の
切
替
え
を

進
め
る
予
定
で
す

住宅再建・公営住宅などへ　
入居した皆さんへ

引越しの補助金申請は
お済みですか？

←国道340号

大町線

第一中学校

高田小学校

生活用道路
通行止め道路
切替え道路

鳴
石
線

←国道340号

大町線 川原
川線

高田高校→

〈かさ上げ盛土〉

県交通バス停
下和野団地入口

浄土寺
線

和
野
線

浄土寺
線

和
野
線

川原
川線

高田高校→

鳴
石
線

〈かさ上げ盛土〉

切
替
え
開
始
日

高
田
地
区
か
さ
上
げ
工
事
の
た
め

市
道
大
町
線
を

切
り
替
え
ま
す

上
半
期
（
４
月
～
９
月
分
）
の

市
長
・
副
市
長
交
際
費
を
公
表

2015年（平成27年）12月１日号 ④



市役所からのお知らせ

　

陸
前
高
田
市
と
大
船
渡
警
察
署
と
の
「
陸
前
高
田

市
暴
力
団
排
除
条
例
に
基
づ
く
暴
力
団
排
除
措
置
等

に
関
す
る
協
定
調
印
式
」
は
10
月
30
日
、
市
役
所
で

行
わ
れ
、
戸
羽
太
市
長
と
吉
田
良よ

し

夫お

大
船
渡
警
察
署

長
が
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
は
、
10
月
27
日
に
施
行
さ
れ
た
陸
前

高
田
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
暴
力

団
の
排
除
を
徹
底
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

戸
羽
市
長
は
「
共
に
手
を
携
え
な
が
ら
、
市
民
の

た
め
に
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と

話
し
、
吉
田
署
長
は
「
あ
ら
ゆ
る
行
政
事
務
か
ら
暴

力
団
を
排
除
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
安
全
安
心

な
陸
前
高
田
市
の
実
現
に
向
け
て
さ
ら
に
連
携
を
深

め
た
い
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

大
船
渡
警
察
署
と
協
定
を
調
印

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
市
内
飲

食
店
の
有
志
な
ど
が
“
新
ご
当

地
グ
ル
メ
”
の
開
発
に
挑
ん
で

い
ま
す
。
開
発
の
テ
ー
マ
は
「
陸

前
高
田
に
行
か
な
い
と
食
べ
ら

れ
な
い
観
光
グ
ル
メ
」
で
す
。

　

9
月
に
は
料
理
の
名
前
が
「
陸

前
高
田
ホ
タ
テ
と
ワ
カ
メ
の
炙あ

ぶ

り

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
御
膳
」
に
決
定
。

完
成
を
目
前
に
メ
ン
バ
ー
の
意
気

込
み
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
10

回
目
の
会
議
は
11
月
10
日
、
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

調
理
担
当
者
が
持
ち
寄
っ
た
料
理

陸
前
高
田
市
新
ご
当
地

グ
ル
メ
開
発
物
語

Vol.11

で
御
膳
を
構
成
し
、
料
理
の
提
供

方
法
や
食
べ
方
な
ど
を
実
演
検
証

し
ま
し
た
。
刺
し
身
や
炙
り
な
ど
味

の
変
化
を
楽
し
め
る
ホ
タ
テ
を
は
じ

め
、
ワ
カ
メ
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど

魅
力
的
な
御
膳
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
神
は
細
部
に

宿
る
」
の
精
神
を
大
切
に
し
な

が
ら
平
成
28
年
３
月
の
商
品
化

に
向
け
て
、
器
の
デ
ザ
イ
ン
や

提
供
方
法
、
広
告
宣
伝
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
商
工
観
光
課

観
光
交
流
係
（
内
線
３
８
４
）

恒久平和と不戦を誓う10/27 市戦没者追悼式

　第61回市戦没者追悼式は10月27日、
市コミュニティホールで行われ、約
250人の遺族らが戦没者の冥福を祈り
ました。
　戸羽太市長は「世界の恒久平和を願
い心豊かな社会の実現を誓います｣ と
式辞。市遺族会の上部修一会長は「戦
争の悲惨さと平和の尊さを後世に伝
え、豊かな郷土づくりを誓います」と
追悼のことばを述べました。
　参列者は献花台に花を手向け戦没者
の冥福を祈り恒久平和を誓いました。

学校給食で新米を味わう11/4 たかたのゆめ理科教室

　たかたのゆめ理科教室（市主催）は
11月4日、高田小で行われ、5年生42人
が市地域ブランド米「たかたのゆめ」
について理解を深めました。
　たかたのゆめは市内の学校給食で毎
月1回提供。教室は今年の新米が給食
で使用される日に開催され、JT植物イ
ノベーションセンターの職員らが、う
るち米ともち米の違いなどを分かりや
すく説明しました。児童は駆けつけた
戸羽太市長と会食。たかたのゆめの新
米をおいしそうに頬張っていました。

News Flash
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健康だより

　キヨウさんは広田町生まれ。23歳で龍
たつ

夫
お

さんと結婚し、子2人、孫4人、ひ孫1人に
恵まれました。
　長い間、家庭を支えるため、広田病院の
調理師として働き、定年後は農作業に励み
ました。趣味は歌うことと旅行をすること。
長寿の秘訣は、好き嫌いなく何でも食べる
ことと話します。
　誕生会では、家族ら約20人が祝福。キヨウ
さんは花束などのお祝いに感謝していました。

　賢吾さんは米崎町生まれ。25歳で静
しず

江
え

さ
んと結婚し、子6人、孫13人、ひ孫11人に
恵まれました。
　60歳頃まで車の販売や修理する仕事を営
みました。趣味は野球や相撲のテレビ観戦。
食べ物は魚や肉が大好きです。今でも身の
回りのことは自分で取り組むと話します。
　誕生会には双子のひ孫もお祝いに訪れ、
賢吾さんはうれしそうに笑顔で見つめてい
ました。

　マツさんは竹駒町生まれ。佐
さ

吉
きち

さんと結
婚し、子3人、孫6人、ひ孫2人に恵まれま
した。
　農業の手伝いや製材所で働いて家族を支
えました。手先が器用で昔から編み物や縫
い物が大好きです。
　誕生会でマツさんはケーキのろうそくを
吹き消し参加者に感謝。娘の伊藤紀

き ま こ

眞子さ
んは「これからも元気で長生きしてほしい」
と笑顔で話しました。

たくさんの祝福に感謝する ひ孫と迎える100歳を喜ぶ 編み物や縫い物を愛する

熊谷キヨウ さん
広田町後花貝  ◆  大正4年10月12日生まれ

細谷賢
け ん ご

吾 さん
米崎町脇の沢  ◆  大正4年10月14日生まれ

三浦マツ さん
竹駒町上壺  ◆  大正4年11月5日生まれ

祝いの百寿

　

介
護
予
防
教
室
「
男
前
筋
ト
レ
道
場
」
は
８

月
か
ら
松
原
苑
で
行
わ
れ
、１
週
間
に
１
回
、全

10
回
の
教
室
に
男
性
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
約
２
カ
月
半
の
間
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
食
生
活
の
見
直
し
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
６
分
間
で

２
４
０
㍍
し
か
歩
け
な
か
っ
た
人
が
運
動
で
筋

力
が
つ
き
、
６
１
０
㍍
も
歩
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
他
の
参
加
者
に
も
効
果
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
気
軽
に
で
き
、
体
へ
の
負

担
も
少
な
い
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
寒
く
な

る
と
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
健
康
的
な
毎
日
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

❶
筋
力
の
低
下
を
防
ぐ
❷
骨
が
強
く
な
る
❸
血

行
が
良
く
な
る
❹
心
肺
機
能
が
高
ま
る
❺
ス
ト

レ
ス
が
解
消
す
る
❻
が
ん
の
リ
ス
ク
が
下
が
る

❼
う
つ
病
の
予
防
や
改
善
❽
認
知
症
の
発
症
や

進
行
を
遅
ら
せ
る
❾
老
化
を
抑
制
す
る
❿
便
秘

を
解
消
す
る

●
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

❶
す
ぐ
に
運
動
す
る
と
筋
肉
や
心
臓
に
負
担
が

か
か
り
ま
す
。
始
め
る
前
に
深
呼
吸
を
し
て
、

軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
で
筋
肉
を
伸
ば
し
血
行
を
よ

く
し
ま
し
ょ
う
❷
空
腹
時
の
運
動
は
血
糖
値
が

下
が
り
、
め
ま
い
な
ど
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
食
後
２
〜
３
時
間
経
過
し
て
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
❸
起
床
直
後
の
運
動
は
心
臓
に
負

担
が
か
か
り
ま
す
。
起
床
直
後
か
ら
２
時
間
は

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
控
え
ま
し
ょ
う
❹
安
全
で
効

果
的
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
す
る
た
め
開
始
前
に

水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
❺
週
３
回
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
で
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
１
回
当
り
20
分

以
上
歩
き
ま
し
ょ
う
❻
腕
を
し
っ
か
り
振
り
、

少
し
早
足
で
歩
き
ま
す
。
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
で
き
る
速
さ
で
歩
き
ま
し
ょ
う
❼
万
歩
計
で

歩
数
を
記
録
し
ま
し
ょ
う
。
成
果
を
確
認
す
る

こ
と
で
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
２
本
の
ポ

ー
ル
を
使
用
し
て
歩
く
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ポ
ー

ル
を
持
つ
こ
と
で
腕
を
振
る
こ
と
が
で
き
、
膝

へ
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
地
域
で
取
り
組
み
た
い
、
興

味
が
あ
る
と
い
う
人

は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
介
護
予
防
担
当

（
内
線
２
０
７
）

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
長
寿

を
目
指
し
ま
し
ょ
う

シ

ニ

ア

幸
せ
教
室
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12月の診療日程

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
と

異
な
る
感
染
症
で
す
。
ウ
イ
ル

ス
は
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
と
一

緒
に
放
出
さ
れ
、
人
の
口
や
鼻

か
ら
吸
入
さ
れ
て
感
染
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
が
つ
い
て
い
る
ド
ア

ノ
ブ
や
ス
イ
ッ
チ
な
ど
に
触
れ
、

そ
の
手
で
口
や
鼻
に
触
れ
る
こ
と

で
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
心
臓
病
や
糖
尿
病
な
ど

の
持
病
の
あ
る
人
、
高
齢
者
や

妊
婦
、
子
ど
も
は
重
症
化
す
る

と
命
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う

　

せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
続
く
と

き
は
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
手
で
受
け

た
時
は
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う

　

流
水
や
石
け
ん
を
使
っ
た
手

洗
い
で
ウ
イ
ル
ス
は
除
去
で
き

ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
も
効

果
的
で
す
。

休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
取
り
ま
し
ょ
う

　

体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め

に
、
日
頃
か
ら
十
分
な
休
養
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
取

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

適
度
な
換
気
と
湿
度
の
保
持

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
喉
が
乾

燥
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
室
内

で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
て

適
度
な
湿
度
を
保
つ
と
効
果
的

で
す
。
加
湿
器
が
無
い
場
合
は

や
か
ん
を
ス
ト
ー
ブ
に
か
け
る
、

濡
れ
タ
オ
ル
を
室
内
に
干
す
な

ど
で
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
し
ま
し
ょ
う

　

予
防
接
種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　
市
で
は
65
歳
以
上
の
人
や
生
後

６
カ
月
か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象

に
予
防
接
種
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
人
は

12
月
31
日
ま
で
に
、
中
学
生
ま

で
は
平
成
28
年
１
月
31
日
ま
で

に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
健
康
推
進

課
保
健
係
（
内
線
２
４
3
）

保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

4 0 6

● 第一中学校敷地内で診療しています ●

期　日 診療（受付）時間 診　　療　　科
12月5日㊏ 15:00〜18:00 外科系、小児科、心療内科

6日㊐ 11:00〜16:00 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心
療内科

12日㊏ 15:00〜18:00 外科系、小児科、心療内科

13日㊐ 11:00〜16:00 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心
療内科

19日㊏ 15:00〜18:00 外科系、小児科、心療内科

20日㊐ 11:00〜16:00 内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮
膚科、心療内科

23日㊌㊗ 11:00〜16:00 外科系
26日㊏ 15:00〜18:00 小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心

27日㊐ 11:00〜16:00 内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心
療内科

29日㊋ 11:00〜16:00 内科系
28・1月2日㊏ 11:00〜16:00 外科系

1月3日㊐ 11:00〜16:00 内科系
・診療科は日によって異なります。都合により変更になる場合があります。
・市からの委託を受けて、平成28年1月までの毎週土曜日と日曜日に子ども（6カ
月児〜中学3年生）を対象にインフルエンザの予防接種を実施しています。予
防接種は予約制になります。電話または診療所に直接申し込んでください。

・高田診療所は平成28年3月で診療を終了します。

期　　日 診療（受付）時間 予約受付時間
12月   2日㊌

15:00〜17:00 要予約。当日の10:00から電
話予約を受け付けます。9日㊌

16日㊌

◆問い合わせ先…高田診療所☎�2110 　※診療日だけ通話可

期　　日 診療（受付）時間
12月  1日㊋

8:00〜11:30、14:00〜17:3014日㊊
15日㊋

◆問い合わせ先…鵜浦医院☎�2125

岩手県医師会高田診療所
済生会陸前高田診療所

岩手医大の皮膚科診療（遠隔診断）日程（場所：岩手県医師会高田診療所） 鵜浦医院の皮膚科診療日程

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予

防
し
ま
し
ょ
う

◆診療科…内科、整形外科
◆休診日…日曜日、祝日
◆その他…整形外科の診療は金曜日です。
希望により訪問診療も行います

診療（受付）時間 ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏
8:30〜11:00 ● ● ● ● ● ●

13:00〜16:00 ● ● 休 ● ● 休

◆問い合わせ先…済生会陸前高田診療所
☎㉒7515

ローソン

↑クリーニング
　ママ号

薬
王
堂

ツルハドラッグ

岩手銀行
高田支店

北日本銀行
高田支店

キャンドゥ

マイヤ

済
生
会

陸
前
高
田
診
療
所
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地域包括支援センター発 !

健康だより

介護お茶のみ話 その14

健康だより

認知症ケア実践市民講座「認知症は予防できる！改善できる！」を開催

　認知症ケア実践市民講座は11月7日、市コミュニテ
ィホールで開催され、認知症について理解を深めまし
た。
　講師の森本外科脳神経外科医院（鳥取県）の森本益

ます

雄
お

院長と金田弘
ひろ

子
こ

副院長、長寿社会開発センター（東
京都）の石黒秀

ひで

喜
のぶ

審議役理事は、認知症の症状や改善
方法などについて講演しました。
　実践発表では施設職員や家族、ケアマネジャーが、

「体調を整えるケア」「プライドを大切にした接し方」
「症状が改善した人の様子」などを紹介。適度な水分
や栄養を取りながら運動することで、表情が穏やかに
なり意欲的になったなどの改善点を伝えていました。

　参加者は認知症の予防や改善方法、体験談などに熱
心に耳を傾けていました。

　平成27年9月30日現在、市内には要支援１・２の介
護認定を受けた人が288人、要介護１～５の認定を受
けた人が1,088人います。介護保険法の第１条では「そ
の有する能力に応じ自立した日常生活を営むことがで
きるように」と介護の目的が明記され、介護認定を受
けてサービスを利用している人は、必要な介護サービ
スを受けながら自立した生活を取り戻す努力が求めら
れています。
　市では、適切な介護サービスを利用しながら本人や
家族の努力で自立した生活を取り戻し、介護保険の認
定を更新しない人に対して「市介護保険認定者卒業証
書」を交付します。

　何らかの介護保険サー
ビスを利用していた介護
保険認定者（要支援・要
介護）の人で、平成27
年４月以降、自立した生
活を取り戻し介護保険認
定の更新を行わない人か
らの申請を受けて、卒業証書を交付し記念品を贈呈し
ます。申請は担当の介護支援専門員（ケアマネジャー）
からの申し出も受け付けします。交付を受けたことで
新たな介護保険の認定申請を制限することはありませ
ん。不明な点は気軽にお問い合わせください。

◆問い合わせ先…地域包括支援センター（内線205・206）

介護保険認定者卒業証書交付　～自立した生活を取り戻した人へ～

《参加者の感想》
■「水」と「運動」の大切さを知った。
■特に水分摂取については目からウロコで盲点でした。
■認知症のことを地域の方にもっと知ってもらい、身
近なことだと感じてもらいたい。
■他の人にも広めたい。自分自身も学んだことを実践
していこうと思います。　
■「介護され上手」になろうと思いました。
■実践事例を学べてよかった。
■実践報告をした方のご苦労のお話し、胸に迫るもの
がありました。
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高
田
松
原
は
、
江
戸
時
代
ま

で
は
「
立た

ち

神が
み

浜は
ま

」
と
い
う
地
名

で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
浜
か

ら
陸
地
ま
で
漁
師
さ
ん
た
ち
の

よ
く
口
に
す
る
「
塩
に
浸
さ
れ

っ
放
し
で
、
荒
田
と
沼
で
占
め

ら
れ
た
な
ん
の
取と

り

獲え

も
な
い
所

だ
っ
た
」
と
い
う
ふ
う
に
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
後
に

は
、
気
仙
川
の
河
口
か
ら
高
田

町
の
長な

が

砂す
か

ま
で
、
お
お
よ
そ
四

㌔
に
も
及
ぶ
青
い
松
の
林
の
太

い
筋
、そ
の
上
を
文
字
通
り
「
カ

モ
メ
飛
び
交
う
」
絵
の
如
き
海

辺
の
風
景
を
な
す
よ
う
に
発
展

し
ま
し
た
。

　

見
渡
し
、
見
上
げ
れ
ば
、
は

る
か
に
氷
上
山
、
箱
根
山
、
長

部
の
漁
港
、
脇
之
沢
港
、
そ
し

て
広
田
岬
を
望
む
こ
と
も
出
来

ま
し
た
。
周
囲
を
見
る
と
砂
丘

か
ら
自
然
に
連
な
っ
て
い
る
遠

浅
の
浜
辺
、
百
㍍
以
上
も
あ
る

浜
辺
に
、き
れ
い
に
時
に
は
雄お

お々

し
く
け
た
ま
し
く
、
寄
せ
て
は

返
す
波
枕
…
一ひ

と

刻と
き

の
短
い
時
間

内
に
人
間
の
苦
悩
も
怒
り
も
困

惑
さ
え
も
、
そ
れ
こ
そ
瞬
時
に

し
て
拭
い
去
る
こ
の
風
致
…
。

ま
さ
に
一
幅
の
名
画
に
も
似
た

名
勝
で
し
た
。

　

さ
て
、
今
か
ら
三
百
八
十
年

余
り
も
前
の
こ
と
で
し
た
。「
関

ヶ
原
の
戦
い
」
の
後
、
徳
川
方

が
圧
倒
的
に
力
を
得
て
、
慶
長

十
九
年
（
一
六
一
四
）
か
ら
二

回
の
攻
城
戦
、
い
わ
ゆ
る
「
大

阪
冬
の
陣
」「
大
阪
夏
の
陣
」
の

二
回
の
合
戦
で
、
豊
臣
氏
は
滅

亡
し
徳
川
氏
の
時
代
と
な
り
ま

す
。
こ
の
戦
い
が
終
わ
っ
た
あ

と
、
負
け
た
大
阪
方
の
武
士
や

浪
人
な
ど
は
、
か
な
り
の
人
数

が
全
国
各
地
方
に
流
れ
て
行
き

ま
し
た
が
、
当
地
方
に
は
古
代

か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
中
世
の
末

頃
に
は
秀
吉
直
轄
の
金
山
な
ど

も
あ
っ
た
た
め
か
、
大
阪
方
浪

人
が
相
当
に
当
地
方
へ
落
ち
て

来
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
浪
人
の
一
人
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
に
「
平

賀
氏
」
と
い
う
人
が
お
り
、
当

時
の
高
田
へ
現
れ
ま
し
た
。
こ

の
人
物
は
高
田
村
に
来
て
、
町

人
の
菅
野
五
助
方
へ
ワ
ラ
ジ
を

脱
い
だ
の
で
し
た
。
こ
の
五
助

は
、
苗
字
を
名
乗
っ
て
い
る
の

で
、
元
は
武
家
で
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
平

賀
氏
は
、
商
い
の
ほ
か
に
養
蚕

や
農
業
を
営
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
菅
野

家
の
食
客
に
入
っ
た
わ
け
で
す

が
、人
柄
が
認
め
ら
れ
て
、そ
の

ま
ま
婿
養
子
に
な
っ
た
の
で
し

た
。
商
売
も
順
調
に
進
ん
だ
こ

と
か
ら
、
菅
野
家
か
ら
荒
町
へ

店
を
一
軒
出
し
て
貰
い
「
平
賀

屋
」
と
名
付
け
、
苗
字
は
妻
方

の
菅
野
姓
を
名
乗
っ
た
の
で
す
。

　

や
が
て
平
賀
屋
で
は
、
元
気

な
男
の
子
が
生
ま
れ
、
そ
の
名

前
を
「
杢も

く
の
す
け

之
助
」
と
付
け
た
の

で
し
た
。
後
の
松
原
の
植
林
者

と
な
っ
た
杢
之
助
の
誕
生
で
す
。

大
阪
方
の
浪
人
で
あ
っ
た
平
賀

屋
は
、
荒
町
に
店
を
出
し
た
ほ

か
養
蚕
も
営
み
、
順
調
に
繁
昌

し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

な
ん
と
数
年
後
に
は
近
辺
で
は

珍
し
い
ほ
ど
の
〝
物
持
ち
〟
と

な
り
、
邸や

し
き

を
新
し
く
造
っ
た
ほ

か
、
大
き
な
商
船
を
造
り
、
大

阪
ま
で
も
交
易
に
出
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
東と

う
お
う奥
の

気
仙
か
ら
土
地
の
産
物
を
多
量

に
積
ん
で
、
か
つ
て
の
知
人
や

身
寄
り
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

一
時
は
大
阪
な
ど
上
方
商
人
と

堂
々
と
商
売
す
る
杢
之
助
に
、

高
田
村
だ
け
で
は
な
く
気
仙
郡

中
や
気
仙
沼
の
人
々
も
大
い
に

驚
嘆
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
杢
之
助
が
ど
う
い
う
所

以
を
持
っ
て
松
原
の
植
林
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。寛
文
八
年（
一
六
六
八
）

と
い
い
ま
す
か
ら
、
今
か
ら

三
百
五
千
年
ほ
ど
前
の
仙
台
藩

の
重
臣
で
あ
る
山
崎
大
左
衛
門

と
い
う
人
が
、
月
鎌
九
助
、
宮

沢
源
左
衛
門
の
二
人
の
代
官
を

案
内
役
に
し
て
高
田
村
の
検
分

に
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
高
田
の

立
神
浜
の
塩
水
が
水
田
に
入
り

稲
が
全
滅
状
況
に
あ
る
と
い
う

の
で
、
そ
の
検
分
に
来
た
と
い

う
の
で
す
…
。

地 

名 

と 

歴 

史

ー
高
田
か
い
わ
い
㉑
ー

（124）
（627）

金き
ん　

野の　

静　

一
・
文

斎　

藤　

多
美
子
・
絵
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生涯学習情報

　東日本大震災での被災から奇跡の復活を遂げた市立博物館所蔵のリードオルガンが、東京国立博物館に展示さ
れたことをきっかけに、その美しくも力強い音色を収録したCDが発売されました。今回の音楽会は、CD参加ア
ーティストたちの思いを伝えるために企画されました。リードオルガンの演奏に朗読と歌との共演が加わった内
容です。奇跡のオルガンの美しい音色をぜひお聴きください。
◆日時…12月12日㊏13:30～15:30　※開場13:00～
◆会場…市コミュニティホール　
◆定員・費用…340人・無料　※当日の入場には、市コミュニティホールで配
布している整理券が必要です
◆出演者…中村由利子氏（作曲家・ピアニスト）、松井五郎氏（作詞家）、白鳥
英美子氏（歌手）、紺野美沙子氏（女優）
◆問い合わせ先…市立博物館☎�2203またはスリーノーマン☎03・6805・
0303

　市産業まつりは10月31日と11月1日の両日、高田町で開かれ、
いわて国体公式キャラクター「わんこきょうだい」の「うにっち」
が駆けつけ、平成28年開催の希望郷いわて国体をPRしました。
　市では来年８月、産業まつりと同じ会場でビーチバレー競技（男
女混合4人制）が開催されます。この競技は47都道府県が競い合
う正式競技とは異なり、スポーツの振興と普及を目指し、幅広い
年代に親しんでもらうためのデモンストレーションスポーツで
す。県内在住の中学生以上の人は、だれでも参加できます。
◆問い合わせ先…生涯学習課スポーツ推進係（内線252）

12/12　天に響け・奇跡のオルガン音楽会開催

「うにっち」が国体開催をＰＲ！

インフォメーション

文化財ニュース

　華蔵寺（小友町）の境内に立つ国指定天然記念物「華蔵寺の宝珠マツ」を
ご存じでしょうか。この樹はマツボックリ数十個が集まり、その姿が宝珠に
見えるという大変珍しいマツであることから「宝珠マツ」と呼ばれています。
　最近、このマツの枝が茶色になり、枯れ葉が目立つようになりました。検
査の結果、松くい虫による被害ではありませんでしたが、気温差などが原因
で樹勢が衰えているようです。市教育委員会では文化庁や県と連携を深めな
がら、宝珠マツが元気な姿を取り戻せるようにサポートを進めていきます。
◆問い合わせ先…生涯学習課生涯学習係（内線261）

がんばれ！華
け

蔵
ぞ う

寺
じ

の宝
ほ う

珠
じ ゅ

マツ
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生涯学習情報生涯学習情報

　復活の道しるべ・陸前高田応援マラソン大会は11
月15日、米崎町の特設コースで開催されました。市
内外から参加した793人（市内440人・市外353人）は、

陸前高田を応援するメッセージをナンバーカードに記
入し、ゴールを目指して復興が進む陸前高田の町並み
を駆け抜けました。

　延べ89人の市民が参加した盛岡大学・盛岡大学短期大学部の公開
講座は10月12日と11月14日、15日の3回、市コミュニティホールで
開催されました。
　栄養や住居、運動に関する講義が行われ、日常生活に関する話題な
ども数多く紹介。専門的な知識を交えた分かりやすい内容で、楽しい
有意義な学びの機会となりました。
　15日開催の「からだとあたまのための軽運動」に参加した市民か
らは「久しぶりに学ぶことの楽しさを感じた」「地区でのイベントで活用したい」などの感想が聞かれました。
◆問い合わせ先…生涯学習課生涯学習係（内線254）

部門 男子 女子

小学生・1.5km
（1 ～ 3年）

1位　村上 慧
け い

（米崎小3年）
2位　松田 蒼

あ お い

空（横田小2年）
3位　佐々木 聖

せ い

（広田小3年）

1位　金野 清
さ や

佳
か

（米崎小3年）
2位　畠山 桃

も も

嘉
か

（横田小2年）
3位　臼井 彩

あ

美
み

（広田小3年）

小学生・3km
（4 ～ 6年）

1位　菅野 ブルース（横田小6年）
2位　伊東 伸太郎（横田小6年）
3位　上部 竜

りゅう

輝
き

（竹駒小6年）

1位　内田 碧
あおい

（神奈川県）
2位　長野 桜

さ

帆
ほ

（広田小5年）
3位　佐々木 由

よ し

海
み

（米崎小4年）

中学生・3km
1位　村上 敏

と し

希
き

（高田東中3年）
2位　細谷 知

と も

史
ふ み

（高田東中2年）
3位　金

こ ん

野
の

 正
ま さ

祐
よ し

（高田東中2年）

1位　阿部 風
ふ う

薫
か

（第一中3年）
2位　大和田 莉

り

菜
な

（高田東中1年）
3位　吉田 陽

ひ

夏
な

乃
の

（高田東中1年）

一般・1.5km
（45歳以上）

1位　堺 伸也（米崎町）
2位　大坂 健二（高田町）
3位　菊池 純一（竹駒町）

1位　熊谷 明美（高田町）
2位　大坂 妙子（高田町）

一般・5km
1位　加藤 和彦（宮城県）
2位　佐々木 基

もとし

（大船渡市）
3位　宮守 基

も と

光
み つ

（大船渡市）

1位　阿部 美由紀（北上市）
2位　大和 佑

ゆ う

夏
か

（陸前高田市）
3位　竹花 悠

はるか

（奥州市）

一般・10km
1位　新田 慧

さとし

（北上市）
2位　藤原 孝志（盛岡市）
3位　金

き ん

野
の

 拓也（大船渡市）

1位　菅原 めぐみ（奥州市）
2位　佐々木 三千代（宮城県）
3位　高

た か

舘
だ て

 民子（花巻市）

◆問い合わせ先…生涯学習課スポーツ推進係（内線253）

復活の道しるべ　陸前高田応援マラソン大会開催

盛岡大学・盛岡大学短期大学部公開講座が修了
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　東日本大震災で中断していた陸前高田広田湾大漁ま
つり（実行委員会主催）は、10月25日、広田町の広
田漁港で５年ぶりに開催されました。
　広田湾漁協の砂田光保代表理事組合長は「水産業の
復興に向けて全力で取り組んでいく」とあいさつ。関
係者らは決意を新たにしていました。
 　会場には新鮮な魚介類を求める大勢の人が訪れ、
カキ、ホタテやワカメなどが並ぶ店頭は長蛇の列が絶
えませんでした。サケのつかみ捕りや海産物の炭焼き
コーナー、カキの殻むき体験なども人気を集め、来場
者は焼きたての海の幸を味わうなど、活気を取り戻し
た浜の祭りを満喫していました。

　29回目を迎える「おいで木炭まつり」（生出地区コ
ミュニティ推進協議会主催）は10月25日、生出地区
コミュニティセンターを主会場に開かれ、多彩な催し
でにぎわいました。
　会場では木炭や農産物の即売、昔遊びの体験、餅ま
きのほか、木炭を使用した発電車などを展示して発電
のしくみを紹介。長年、地域と交流を深めている立教大
の学生も運営をサポートして祭りを盛り上げました。
　アトラクションでは、生出神楽連の「生出神楽」や
気仙中生徒による「けんか七夕太鼓」が披露され、つ
めかけた来場者を魅了しました。
　大船渡市綾里から訪れた古内勇

ゆう

一
いち

さん（81）は「毎
年訪れて楽しんでいます。生出木炭は温かく良質。長
年愛用しています」と話しました。

新鮮な魚介類が来場者を魅了

第16回広田湾大漁まつり

気仙川でとれたアユの香り漂う

第13回横田あゆの里まつり

紅葉と名水の里が活気づく

第29回おいで木炭まつり

　市産業まつりと第31回気仙スギまつりは10月31日
と11月1日の両日、キャピタルホテル1000北側の市
総合交流センター駐車場予定地で開かれ、多くの市民
らが訪れにぎわいを見せました。
　開会式で戸羽太市長は「さまざまな産業を紹介す
る機会。2日間楽しんでほしい」とあいさつ。友好
都市の名古屋市から訪れた河村たかし市長は「復興
に向けてこれからも応援します」と祭りの開催を祝
いました。
　会場には市内外から約70店舗が立ち並び、新鮮な
特産品などを販売。竹駒町から訪れた吉田より子さん

（63）は「買い物を楽しみながら、多くの人と交流を
深められてうれしい」と喜んでいました。

　「あゆの里まつり」（同実行委員会主催）は11月1日、
川の駅よこたで開かれました。野菜や地場産品の販売、
豚汁や甘酒などの振る舞い、餅まきなどが行われ、多く
の市民らが祭りを楽しみました。　
　気仙川でとれたアユの炭火焼きは大人気。多くの人が
香りを楽しみながら頬張っていました。アトラクション
では横田保育園の園児による鼓笛隊や地元第1区町内会
による虎舞などが披露されました。案

か

山
か

子
し

コンクールや、
どてかぼちゃコンクールなどユニークなイベントも行わ
れ、来場者は楽しそうに鑑賞していました。
　横田町の村上明

あけ

美
み

さん（73）は「豚汁など秋の味覚
を楽しめました。迫力ある虎舞がすばらしかった」と笑
みを見せました。

新鮮な海産物や農産物、特産品などが勢ぞろい

市制施行60周年記念・市産業まつり
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地域だより

　五穀豊穣などを祈る天照御祖神社（松峯誠
なり

和
とも

宮司）
の五年大祭は11月7日、米崎町で開かれ、住民らは伝
統の祭りの再開を喜び合いました。
　4年に1度開かれる大祭は平成23年に計画されてい
ましたが、東日本大震災後の影響で開催を断念。平成
19年以来8年ぶりの再開となりました。
　大祭は松峯神社で神事が行われた後、上浜田祭組、
下浜田祭組、脇之澤祭組の3団体が勇壮な獅子舞を奉
納しました。約60人のみこし行列が同神社から脇之
沢漁港と米崎小仮設運動場まで練り歩き、祭組の子ど
もたちも太鼓や笛に合わせて各地で元気に獅子舞を奉
納。訪れた観衆から大きな拍手が送られました。

　第一中学校（吉家秀明校長、生徒264人）の創立
50周年記念式典は11月1日、同校で開かれ、生徒ら
約500人が同校の節目を祝いました。
　鵜浦昌

まさなり

也実行委員長は「第一中の歴史と伝統を受け
継ぎ、卒業生は市の発展に貢献してほしい」とあいさ
つ。生徒会長の岩渕大

そ ら

空君（3年）は「私たちが伸び
伸びと元気に活動できるのは、50年間、伝統を守り
継いできた先輩方のおかげです」と感謝を伝えました。
　式典後は記念事業が行われ、同校を卒業し世界で活
躍するメゾソプラノ歌手・菅野祥

しょうこ

子さんが独唱を披露。
菅野さんは「後輩の皆さんとの合唱を楽しみにしてい
ました。心を込めて歌いましょう」と話し、全校生徒
と一緒に「ふるさと」を合唱しました。

8年ぶりの再開を喜び合う

米崎町・天照御祖神社五年大祭
歴史と伝統の節目を喜び合う

第一中創立50周年記念式典

　日清スピードランニングプロジェクトは11月12日、
高田小で開かれ、6年生56人が日清食品グループ陸上
競技部の選手と交流を深めました。
　訪れたのは同陸上部で活躍するバルソトン・レオナ
ルド選手、モクア・エドウィン選手、矢澤曜

よう

選手、諏
訪利

とし

成
なり

コーチの4人。異文化交流教室ではケニアの文
化などを紹介。正しい走り方教室では早く走るポイン
トを説明し、校庭で児童と一緒に練習しました。最後
はリレー競争をしたり、マラソンのスピードを体験し
たりして交流を深めました。
　菊池康

こう

生
せい

くんは「走るスピードに驚きました。野球
でも生かしたい」と話しました。

　大地震を想定した市津波避難訓練は11月8日、市内
で実施され、住民は避難経路などを確認しながら高台
施設へ避難しました。
　訓練は9時に大地震が発生したことを想定して行わ
れ、防災行政無線などで市民に避難を呼びかけました。
市コミュニティホールには約160人が避難。関係者は避
難者の受け入れを迅

じん

速
そく

に進め、住民も真剣な表情で避
難方法などを確認していました。会場では防災グッズ
の展示や炊き出し訓練も行われ、参加者は防災意識を
新たにしていました。
　高田町の大坂妙

たえ

子
こ

さん（70）は「避難経路などを確
認してスムーズに避難できた。今後も訓練に参加した
い」と気を引き締めていました。

防災意識を新たにする

市津波避難訓練に約1200人参加
走りのポイントを伝える

トップアスリートと児童が交流
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
交
流
を
深

め
ま
せ
ん
か
。
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
日
時
…
平
成
28
年
１
月
21
日

～
３
月
３
日
毎
㊍
19
時
～
21
時

◆
会
場
…
第
一
中
体
育
館
◆
参

加
資
格
…
市
内
在
住
者
、
市
内

勤
務
者
、
市
内
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

に
在
籍
す
る
人　

※
高
校
生
以

下
は
不
可　

◆
代
表
者
会
議
日

時
・
会
場
…
平
成
28
年
１
月
15

日
㊎
19
時
・
市
役
所
東
棟
第
７

会
議
室
◆
申
込
期
限
…
代
表
者

会
議
ま
で　

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
内
線
２

５
２
・
２
５
３
）

　

歌
や
ダ
ン
ス
、
民
族
衣
装
、
料

理
な
ど
で
異
文
化
交
流
を
楽
し

み
な
が
ら
国
際
理
解
を
深
め
ま

す
。
費
用
は
無
料
で
当
日
参
加
も

可
能
で
す
。

◆
日
時
…
12
月
19
日
㊏
11
時
～

14
時
30
分
◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
◆
そ
の
他
…
当

日
の
準
備
や
運
営
に
協
力
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
以

上
で
親
子
で
の
参
加
も
可
能
で

す
。
定
員
は
10
人
で
す
。
12
月

10
日
㊍
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
生
涯
学
習

課
内
・
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
内
線
２
５
５
）

　

先
着
１
０
０
人
に
「
美
唄
市

焼
き
そ
ば
」
や
「
花
ポ
ッ
ト
」

な
ど
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

◆
日
時
…
12
月
13
日
㊐
８
時
30

分
～
◆
会
場
…
再
生
の
里
ヤ
ル

キ
タ
ウ
ン
◆
内
容
…
菊
池
秀
樹

さ
ん
と
菅
野
陽
子
さ
ん
、
ラ
イ

ト
ニ
ン
・
ソ
ブ
グ
ン
ズ
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
、
大
声
・
の
ど
自

慢
大
会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

縁
日
、
軽
ト
ラ
市
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
再
生
の
里

ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン
（
熊
谷
）
☎
０

９
０
・
４
８
８
０
・
８
４
８
８

 
　

ス
ト
レ
ス
の
対
処
方
法
や
傾

聴
な
ど
を
学
び
な
が
ら
心
の
ケ

ア
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

◆
日
時
…
12
月
17
日
㊍
18
時
30

分
〜
20
時
15
分
◆
会
場
…
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
◆
対
象
…

再
生
の
里
ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン

創
設
記
念
感
謝
祭

心
に
つ
い
て
考
え
る

心
の
ケ
ア
班
市
民
講
座

募
　
　
集

催
　
　
し

お知らせ

INFORMATION

楽
し
く
健
康
づ
く
り

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ナ
イ

タ
ー
リ
ー
グ

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

ワ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ

ス
タ
in
け
せ
ん

高
校
生
以
上
◆
内
容
…
話
の
聴

き
方
の
講
座
と
実
技
◆
講
師
…

岩
手
大
学
三
陸
復
興
推
進
機
構

心
の
ケ
ア
班
・
佐
々
木
誠
特
任

准
教
授
◆
定
員
・
費
用
…
先
着

30
人
・
無
料
◆
申
込
方
法
…
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
◆

申
込
期
限
…
12
月
15
日
㊋
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
岩
手
大
学

三
陸
復
興
推
進
機
構
☎
０
１
９

３
・
５
５
・
５
６
９
１
／
ＦＡＸ
０

１
９
３
・
３
６
・
１
６
１
０
／

メ
ー
ル heart@

iw
ate-u.ac.jp

　

受
講
料
は
無
料
で
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
…
12
月
18
日
㊎
13
時
30

分
～
16
時
30
分
◆
会
場
…
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
◆
内
容
…

講
演
「
男
女
共
同
参
画
の
視
点

か
ら
の
防
災
・
復
興
に
つ
い
て
」、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
◆
講
師
…
岩

手
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
室
・

堀
久
美
准
教
授

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
若
者
女

性
協
働
推
進
室
☎
０
１
９
・
６

２
９
・
５
３
４
６

　　

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
第
67

回
人
権
週
間
で
す
。
取
り
組
み

に
合
わ
せ
て
市
民
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
日
常
生
活
の
悩
み
な

ど
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
…
12
月
９
日
㊌
10
時
～

15
時
◆
会
場
…
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
民
環
境

課
環
境
安
全
係
（
内
線
１
３
５
）

　

就
農
相
談
に
応
じ
た
り
就
農

情
報
な
ど
を
提
供
し
た
り
し
て

農
業
の
担
い
手
を
支
援
し
ま
す
。

◆
日
時
…
平
成
28
年
１
月
９
日
㊏

11
時
～
15
時
◆
会
場
…
い
わ
て
県

民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ー

ナ
」
◆
対
象
…
新
規
就
農
を
希
望

し
て
い
る
人
、
農
業
・
農
村
に
興

味
や
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
、
農

業
へ
の
参
入
を
希
望
し
て
い
る
企

人
権
を
サ
ポ
ー
ト

市
民
相
談
会
の
開
催

相
　
　
談

講
　
　
座

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

復
興
・
防
災
に
つ
い
て
考

え
よ
う

農
業
を
始
め
た
い
人
の
相
談
会

新
農
業
人
フ
ェ
ア
in
い
わ
て

2015年（平成27年）12月１日号 ⑭



　 慶 弔（届出日：10/16～11/15）

「陸前高田災害FM」（80.5MHz）
では災害の情報や身近な生活
の情報を放送しています。
「広報りくぜんたかた」と併せ
て利用してください。

　　　　陸前高田災害
　　　　ＦＭ放送中　

業
な
ど
◆
内
容
…
農
業
技
術
や
経

営
な
ど
の
研
修
制
度
、
就
農
給
付

金
な
ど
の
支
援
制
度
、
就
業
地
域

や
農
地
の
情
報
―
な
ど
の
就
農
に

関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
◆
参
加

費
…
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
県
農
業
公

社
就
農
支
援
課
☎
０
１
９
・
６

２
３
・
９
３
９
０

　

助
産
師
や
抱
っ
こ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
母
子
相
談
や
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。
事
前
の
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

◆
日
時
…
12
月
18
日
㊎
10
時
～

◆
期
日
…
毎
月
第
４
㊌
10
時
～

11
時　

※
12
月
は
22
日
㊋
、
平

成
28
年
３
月
は
第
２
㊌　

◆
会

場
…
大
船
渡
保
健
所
◆
内
容
…

❶
エ
イ
ズ
検
査
❷
肝
炎
検
査
❸

ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
◆
そ
の
他
…

エ
イ
ズ
検
査
を
希
望
す
る
人
は

感
染
の
危
険
が
あ
っ
た
日
か
ら

３
カ
月
以
上
経
過
し
て
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
検
査
結

果
は
２
週
間
後
に
通
知
し
ま
す

【
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
】

◆
日
時
…
毎
月
第
４
㊌
・
10
時

～
11
時　

※
12
月
と
３
月
は
第

２
㊌
◆
会
場
…
大
船
渡
保
健
所

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
大
船
渡
保

健
所
☎
㉗
９
９
１
３
（
内
線
２

１
３
）

急
を
要
す
る
汲
み
取
り
は
市
役

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
…
気
仙
広
域
清
掃
☎

㉗
９
３
２
１
◆
受
付
時
間
…
平

日
８
時
～
17
時
◆
年
末
年
始
の

休
日
…
12
月
31
日
㊍
～
平
成
28

年
１
月
５
日
㊋

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
気
仙
広
域

連
合
衛
生
課
☎
㉖
３
７
３
９
ま

た
は
市
民
環
境
課
環
境
安
全
係

（
内
線
１
３
５
）

　

無
料
で
検
査
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【
各
種
検
査
】

15
時
◆
会
場
…
米
崎
地
区
コ
ミ

ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
◆
対
象
…

気
仙
管
内
の
１
歳
未
満
の
乳
児

と
保
護
者
、
妊
婦
◆
内
容
…
こ

ば
と
こ
ど
も
園
と
の
交
流
、
ク

リ
ス
マ
ス
弁
当
づ
く
り
な
ど
◆

参
加
料
…
２
０
０
円
（
軽
食
、

保
険
料
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
☎
０
１
９

２
・
４
７
・
５
６
８
９
（
伊
藤
）

　

玉
山
休
養
施
設
「
玉
乃
湯
」

の
浴
室
改
修
工
事
な
ど
の
た
め
、

施
設
を
一
時
休
館
し
ま
す
。
施

設
の
利
用
再
開
は
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

◆
休
館
期
間
…
12
月
26
日
㊏
～

平
成
28
年
３
月
31
日
㊍

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
農
林
課
林

政
係
（
内
線
４
７
２
）

　

年
末
は
、
し
尿
汲
み
取
り
の

申
し
込
み
が
集
中
し
ま
す
。
11

月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
の
早
い

時
期
に
汲
み
取
り
を
申
し
込
み

ま
し
ょ
う
。
休
日
期
間
中
に
緊

一
時
休
館
し
ま
す

玉
山
休
養
施
設「
玉
乃
湯
」

お
知
ら
せ

大
船
渡
保
健
所

各
種
検
査
な
ど

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

マ
マ
サ
ロ
ン
子
育
て
シ
ッ
プ

お
早
め
に
申
し
込
み
を

年
内
の
し
尿
汲
み
取
り

 ◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　村　上　幸
こう

太
た

郎
ろう

（諏訪・聡・10/15）

米崎　熊　谷　羽
は

　玖
く

（堂の前・恵介・11/9）

　　　金　野　真
ま

　央
ひろ

（堂の前・光央・11/12）

小友　戸　羽　新
しん

之
の

助
すけ

（谷地館・桂・10/6）

広田　村　上　心
み

　月
つき

（山田・真司・10/22）

　　　谷
たに

　水
みず

　美
み

　紅
く

（岩倉・繁之・11/2）

◇結婚（　）は字名・婚姻日

気仙　吉田善
よし

昭
あき

・菅原亜
あ

梨
り

沙
さ

（古谷・10/18）

高田　鈴木泰
やす

治
はる

・佐藤知
とも

子
こ

（馬場前・11/2）

　　　菅野真
まさ

彦
ひこ

・村上由
ゆ

香
か

（西和野・11/2）

　　　河合元
はじめ

・グエンティロアン（鳴石・11/6）

　　　松本崇
たか

史
し

・佐藤聖
きよ

実
み

（鳴石・11/13）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　佐々木　達
たつ

　子
こ

（二田野・82・11/4）

横田　泉　田　タケ子（堂の沢・94・10/18）　

　　　河　合　公
たか

　子
こ

（志田実・94・11/7）

竹駒　佐々木　登
と

佐
さ

吉
きち

（下壺・95・11/8）

気仙　中　野　タ　マ（福伏・89・11/4）　

高田　安
あ

　倍
べ

　春
はる

　子
こ

（中田・78・10/22）

　　　大　森　俊
しゅん

　郎
ろう

（鳴石・95・10/25）

　　　遠　野　一
かず

　德
のり

（鳴石・82・10/31）

　　　福　田　幸　喜（下宿・88・11/9）

　　　松　田　トシ子（栃ケ沢・76・11/12）

米崎　塚
つか

　越
ごし

　徹
てつ

　彦
ひこ

（西風道・78・10/19）

　　　熊　谷　政
まさ

　史
し

（神田・95・11/4）

　　　嶋　村　美智子（糠塚沢・83・11/13）

小友　石　川　シゲコ（唐笠松・96・10/15）

　　　大和田　勝
かつ

　三
ぞう

（金浜・90・10/30）

広田　臼　井　サツヘ（岩倉・90・10/18）

　　　村　上　國
くに

　見
み

（山田・88・10/31）

　　　黄川田　正
まさ

　郎
お

（平畑・86・11/1）

　　　山　根　勝
かつ

　美
み

（蒲田・85・11/9）
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数字で見る陸前高田市（10月31日現在）

市内の火災救急活動
（　）は1月からの累計

市の人口（住民登録人口）
（　）内は前月比

市内の交通事故（大船渡警察署調べ）
（　）は1月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

◆建　　物
◆林野・その他
◆出動件数
◆搬送人員

件
件
人
人
人

件
件
件
人

（　　件）
（　　件）
（　　人）
（　　人）
（　　人）

（　　件）
（　　件）
（　　件）
（　　人）

◆編集・発行◆　陸前高田市企画部まちづくり戦略室　〒０２９－２２９２ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　☎０１９２（５４）２１１１（内線１７３）
　　　　　　　　ホームページ http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp　Ｅメール senryaku@city.rikuzentakata.iwate.jp

男
女
計

世帯数

人
人
人

世帯

（ 　 ）
（ 　 ）
（ 　 ）

（ ）

0
0

88
84

3
1

693
683

1
32

2
0
1

17
336

25
0
7

9,794
10,406
20,200

7,620

－
＋
－

－

10
2
8

8
※前年同月との比較（－209）

エネルギー　163kcal
食塩相当量　1.1g

（１人分）

食生活改善推進員
の 考 案 レ シ ピ ド　ン　コ　汁

①ドンコは、うろこと内臓を
取り除く。肝臓は残し、きれ
いに洗って2等分に切る。

②大根と豆腐は大きく「そ
ぎ切り」にする。

③長ネギは1㌢の幅で斜めに
切る。

④分量の水を入れ、鍋で大
根を煮る。煮立ったら肝
臓を入れる。

⑤ドンコと豆腐を入れ、ド
ンコに火が通ったら、酒
で 溶 い た 味 噌 を 加 え る。
火を止めたら③を入れる。

ドンコ‥‥‥‥2匹（500㌘）
大根‥‥‥‥‥‥‥   120㌘
豆腐‥‥‥‥1/2丁（200㌘）
長ネギ‥‥‥‥‥‥‥‥1本
水‥‥‥‥‥‥‥‥4カップ
味噌‥‥‥‥‥‥ 大1と1/2
酒‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥大2

体を芯から温める郷土料理　
　三陸の冬の味覚、ドンコ（エゾイソアイナメ）は、寒く
なると脂がのってきます。身は癖が無くとても柔らかいの
ですが、煮過ぎると身が崩れてしまう場合があります。肝
臓も美味しく、味噌との相性がとても良いです。ドンコの
頭や肝も使って無駄なくいただきましょう。
　気仙地方では、尾頭つきのドンコ汁を陰暦10月20日の
恵比寿講で神前に供えて豊漁を祈願していました。
　
◆問い合わせ先…健康推進課保健係（内線243）

材　料（4人分）

作　り　方
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